


第２０期事業報告 

 

平成２９年度の日本経済は、アベノミクスの推進により、雇用・

所得環境の改善が続く中で、緩やかな回復基調が続いています。 

国内経済では個人消費や民間設備投資が持ち直すなど民需が改善

し、経済の好循環が実現しつつあります。 

当社においては、これまで築き上げてきた信頼と実績を踏まえつ

つ、時代や環境の変化、制度改革等に対応した取り組みを進めてき

たところでありますが、経営を取り巻く環境は今後も厳しさを増す

ものと予測される中、自立的経営の確立に向けた取り組みの一層の

強化などが大きな課題となっています。 

こうした中、国や県の動向、お客様や地域社会のニーズの変化な

どを踏まえながら、当社の中期経営計画に基づき、平成２７年７月

より家賃の改定による減収と厳しい運営状況でありますが、高度化

資金の完済まで２年を残すのみとなり、経営改善は着実に進んでい

るところであります。 

ついては、お客様のニーズが高度化、多様化している中、お客様・

地域社会等から信頼される施設づくりを推進するため、お客様の意

思や個性を尊重し、一層の創意と工夫により「お客様本位のサービ

ス提供」の取組を進めてまいりました。 
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平成２９年度の事業実績は以下のとおりとなりました。 

売上高が２１，９０６千円となり、前期より８３５千円の減収、

営業損失は６１千円となり、前期より１，２５３千円の増益、経常

利益は１５７千円と前期より１，６１７千円の増益でありました。 

これにより、当期純損失は１，９８３千円の赤字であり、前期よ

り１，１２８千円増益しています。 

 

平成 29 年度の主な事業 

4 月 みやき町内の創作活動による「手作りフェアー」開催 

5 月 監査役による監査の実施 

5 月 定時取締役会の開催（事業報告等） 

6 月 第１９期 株主総会 
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【損益計算書及び販売費及び一般管理費】 

第 20 期の売上高は 21,906 千円であります。 

前年比 835 千円の減収となっております。 

主な要因といたしまして、その他収入で㈱ベストフーズに対する

駐車場代収入で、1,080 千円の収入減であります。 

販売費及び一般管理費は、21,967 千円であります。 

前年比 2,088 千円の減少となっております。 

主な要因といたしまして、駐車場地代として㈱ベストフーズの倒

産により平成 29年 5月に契約解除し 960千円の減少及び修繕費とし

て、前期において、大規模な合併浄化槽の修理をおこなったことに

よる減少となっております。 

営業損失は、61 千円であります 

前年比 1,253 千円の増益となっております。 

営業外収益は 219 千円であります。 

前年比 201 千円の増益であります。 

㈱ベストフーズの倒産による貸倒引当金の戻入になります。 

営業外費用は 0千円であります。 

前年比 163 千円の減少となります。 

前年度において㈱ベストフーズの倒産による貸倒引当金の計上分

の皆減になります。 

経常利益は、157 千円であります。 

前年比 1,617 千円の増益となっております。 

特別損失として㈱ベストフーズに対する未収入金より配当金を控

除した残額を貸倒損失を 295 千円計上しております。 

法人税等税引後当期純損失は、1,983 千円であります。 

前年比 1,128 千円の増益となっております。 
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【貸借対照表】 

資産の部合計は、392,856,663 千円であります。 

前年比 14,879 千円の減少となっております。 

主な要因といたしまして、現金・預金について、前年比 7,018 千

円の減少、固定資産については、前年比 7,488 千円の減少、敷金に

ついては、㈱ベストフーズの倒産により「空閑輝雄氏」との土地賃

貸借契約を解除して敷金 1,000 千円を戻入しております。 

負債の部合計は、29,522 千円であります。 

前年比 12,896 千円の減少となっております。 

主な要因といたしまして、長期借入金の返済により、前年比 13,016

千円の減少となっております。 

純資産の部合計は 363,334 千円であります。 

前年比 1,983 千円の減少となっております。 

 

【株主資本等変動計算書】 

当期純損失は 1,983 千円により、利益余剰金は△23,865 千円とな

り、株主資本合計は、363,334 千円であります。 

 

  

4



5



6



7



8



9




